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昨
年
11
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た
第
27

回
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
実
践
セ
ミ

ナ
ー
は
、
２
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
以
下
に
セ
ミ
ナ
ー
の
要

約
を
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

■
テ
ー
マ
１

「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
、

バ
リ
ュ
ー
ア
ッ
プ
の
ポ
イ
ン
ト
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　
　
　
　
　
　

�

マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
総
合
研
究
所　

�

常
務
理
事　

青
山　

和
憲

今
日
、
社
会
の
関
心
事
に
「
環
境
に

優
し
い
」「
省
エ
ネ
」「
安
全
」
三
つ
の

テ
ー
マ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
大
規
模

修
繕
工
事
に
お
い
て
も
こ
れ
ら
三
つ
の

テ
ー
マ
を
取
り
入
れ
て
行
く
こ
と
は
必

要
に
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
こ
の
こ
と
を
ふ

ま
え
た
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１　
「
環
境
に
優
し
い
」
を
テ
ー
マ
に

「
環
境
対
応
形
洗
浄
修
復
剤
」

大
規
模
修
繕
に
使
用
す
る
材
料
も
臭

い
や
刺
激
の
な
い
優
し
い
材
料
を
使
う

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

２　
「
省
エ
ネ
」
を
テ
ー
マ
に
「
遮
熱

効
果
の
期
待
で
き
る
シ
ー
ト
防
水
工

法
」

建
物
内
の
冷
房
温
度
を
上
げ
る
こ
と

に
よ
り
省
エ
ネ
効
果
を
期
待
し
て
い
る

わ
け
で
す
。
屋
上
の
防
水
材
に
遮
熱
性

能
を
持
た
せ
る
こ
と
に
よ
り
省
エ
ネ
効

果
を
期
待
し
ま
す
。

３　
「
安
全
」
を
テ
ー
マ
に
「
既
存
建

物
へ
の
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
の

導
入
」

近
年
、
ピ
ッ
キ
ン
グ
、
サ
ム
タ
ー
ン

回
し
等
マ
ン
シ
ョ
ン
の
空
き
巣
被
害
の

増
大
に
よ
り
既
存
建
物
へ
の
オ
ー
ト
ロ

ッ
ク
シ
ス
テ
ム
の
設
置
の
要
望
は
増
え

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

の
操
作
盤
と
既
存
の
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
シ

ス
テ
ム
へ
の
接
続
の
点
、
新
設
の
場
合

の
費
用
の
点
な
ど
で
問
題
が
あ
り
、
導

入
を
あ
き
ら
め
て
い
る
例
が
あ
り
ま
し

た
。
今
回
は
電
話
を
利
用
し
て
比
較
的

簡
単
に
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
シ
ス
テ
ム
を
構

築
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

「
環
境
対
応
形
洗
浄
修
復
剤
（
ア
レ
ス

リ
フ
レ
シ
リ
ー
ズ
）
に
つ
い
て
」

関
西
ペ
イ
ン
ト
販
売
株
式
会
社　
　
　

�

東
京
建
設
塗
料
販
売
部　

藤
本　

俊
彦

関
西
ペ
イ
ン
ト
（
株
）
は
、
マ
ン
シ

ョ
ン
大
規
模
修
繕
工
事
に
お
い
て
外
壁

仕
上
材
、
鉄
部
用
塗
料
を
供
給
し
て
管

理
組
合
の
方
々
に
ご
愛
好
賜
っ
て
来
て

お
り
ま
す
。
今
回
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き

ま
す
商
品
は
、
従
来
塗
料
製
造
メ
ー

カ
ー
の
枠
を
越
え
た
洗
浄
剤
を
当
社
に

て
開
発
致
し
ま
し
た
の
で
ご
披
露
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

当
社
が
何
故
ゆ
え
に
こ
の
よ
う
な
洗

浄
剤
を
開
発
す
る
に
至
っ
た
か
は
、
最

近
の
第
１
回
目
の
マ
ン
シ
ョ
ン
大
規
模

修
繕
工
事
に
お
い
て
は
、
外
壁
面
が
磁

器
タ
イ
ル
の
建
物
が
増
え
て
お
り
洗
浄

に
塩
酸
や
フ
ッ
化
ア
ン
モ
ン
等
の
劇
薬

物
を
含
有
し
て
い
る
洗
浄
剤
が
使
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
現
在

の
外
壁
塗
装
面
の
塗
替
え
で
は
、
水
性

塗
料
が
一
般
的
で
あ
り
、
鉄
部
も
ト
ル

エ
ン
、
キ
シ
レ
ン
等
の
含
有
し
て
い
な

い
塗
料
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
マ
ン

シ
ョ
ン
の
大
規
模
修
繕
工
事
は
、
居
住

者
の
方
々
が
住
み
な
が
ら
工
事
で
あ
り

ま
す
の
で
、
出
来
る
だ
け
安
全
性
の
高

い
塗
料
、
塗
材
を
ご
提
供
し
て
参
り
ま

し
た
。

し
か
し
な
が
ら
磁
器
タ
イ
ル
洗
浄
に

お
い
て
は
前
記
の
通
り
、
居
住
者
の

方
々
や
作
業
者
の
安
全
を
確
保
し
て
い

る
材
料
で
施
工
さ
れ
て
い
な
い
。（
塩

酸
は
皮
膚
に
触
れ
と
火
傷
す
る
）
こ
の

こ
と
を
重
要
視
し
、
安
全
性
の
高
い
洗

浄
剤
の
開
発
を
開
始
し
て
発
売
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

以
下
に
各
商
品
を
ご
紹
介
致
し
ま

す
。

①　

ア
レ
ス
リ
フ
レ
Ｔ
Ｉ

　
　
（
タ
イ
ル
用
ク
リ
ナ
ー
）

危
険
な
塩
酸
・
フ
ッ
化
ア
ン
モ
ン
等

洗
浄
前

洗
浄
後

第
27
回
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合

実
践
セ
ミ
ナ
ー
開
催
報
告

開
催
日
時
：
平
成
17
年
11
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　
　

13
時
25
分
～
17
時

開
催
場
所
：
さ
い
た
ま
市
文
化
セ
ン
タ
ー
３
階
大
集
会
室

主　
　

催
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
埼
管
ネ
ッ
ト

後　
　

援
：
埼
玉
県

　
　
　
　
　

埼
玉
県
マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　

さ
い
た
ま
市

　
　
　
　
　

マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
総
合
研
究
所

協　
　

賛
：
関
西
ペ
イ
ン
ト
販
売
株
式
会
社
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の
劇
薬
を
含
ん
で
い
な
い
た
め
、
居
住

者
・
作
業
者
の
安
全
性
を
確
保
す
る
洗

浄
剤
で
あ
り
、
ま
た
優
れ
た
洗
浄
性

（
特
に
シ
ー
リ
ン
グ
汚
れ
）
を
有
し
て

お
り
ま
す
。

②　

ア
レ
ス
リ
フ
レ
Ａ
Ｌ

　
　
（
ア
ル
ミ
用
ク
リ
ナ
ー
）

有
機
酸
（
乳
酸
・
ク
エ
ン
酸
等
）
を

主
成
分
と
し
た
洗
浄
剤
で
環
境
に
配
慮

し
て
お
り
ま
す
。
ア
ル
ミ
素
材
を
痛
め

る
こ
と
な
く
洗
浄
で
き
ま
す
。

③　

ア
レ
ス
リ
フ
レ
Ｆ

　
　
（
フ
ッ
ソ
被
覆
保
護
剤
）

フ
ッ
ソ
被
膜
を
形
成
し
て
素
材
を
保

護
し
ま
す
。
材
料
は
水
性
系
で
す
。

④　

ア
レ
ス
リ
フ
レ
Ｓ
Ｔ

　
　
（
ス
テ
ン
レ
ス
用
ク
リ
ナ
ー
）

有
機
酸
（
乳
酸
・
ク
エ
ン
酸
等
）
を

主
成
分
と
し
た
洗
浄
剤
で
環
境
に
配
慮

し
て
お
り
ま
す
。
ア
ル
ミ
素
材
を
痛
め

る
こ
と
な
く
洗
浄
で
き
ま
す
。

⑤　

ア
レ
ス
リ
フ
レ
Ｂ
Ｊ

　
　
（
強
力
拭
き
取
り
ク
リ
ナ
ー
）

拭
き
取
る
だ
け
で
経
年
の
油
汚
れ
や

水
垢
を
除
去
し
ま
す
。

⑥　

ア
レ
ス
リ
フ
レ
Ｇ
Ｒ

　
　
（
御
影
石
用
ク
リ
ナ
ー
）

御
影
石
に
染
み
付
い
た
汚
れ
を
除
去

し
ま
す
。
強
酸
で
石
材
表
面
を
痛
め
る

よ
う
な
こ
と
は
な
く
石
材
本
来
の
風
合

い
を
取
り
戻
し
ま
す
。

⑦　

ア
レ
ス
リ
フ
レ
Ｅ
Ｆ

　
　
（
エ
フ
ロ
レ
ッ
セ
ン
ス
除
去
剤
）

頑
固
な
エ
フ
ロ
レ
ッ
セ
ン
ス
を
除
去

し
ま
す
。
劇
薬
を
含
ん
で
お
ら
ず
安
全

性
に
優
れ
て
お
り
ま
す
。

⑧　

ア
レ
ス
リ
フ
レ
Ｂ
Ｌ

　
　
（
中
性
錆
び
除
去
剤
）

素
材
に
付
着
・
浸
透
し
た
金
属
錆
び

を
分
解
除
去
し
ま
す
。
成
分
は
中
性
で

あ
る
の
で
素
材
を
痛
め
る
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。

⑨　

ア
レ
ス
リ
フ
レ
Ｐ
Ｒ

　
　
（
シ
ー
リ
ン
グ
プ
ラ
イ
マ
ー
除
去
剤
）

シ
ー
リ
ン
グ
打
設
時
に
は
み
だ
し
た

プ
ラ
イ
マ
ー
が
経
年
で
黄
変
し
た
樹
脂

を
除
去
し
ま
す
。

「
遮
熱
性
能
を
持
つ
シ
ー
ト
防
水
改
修
工

法（
ベ
ス
ト
プ
ル
ー
フ
シ
ャ
ネ
ツ
防
水
）」

ロ
ン
シ
ー
ル
工
業
株
式
会
社　
　
　
　

販
売
推
進
部
営
業
推
進
グ
ル
ー
プ　

参
事　

葛
西　

久

１　

屋
上
防
水
の
動
向

現
在
屋
上
防
水
に
使
用
さ
れ
て
い
る

防
水
工
法
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
熱
工
法
を

は
じ
め
と
し
て
、
塩
ビ
系
樹
脂
系
シ
ー

ト
防
水
、
合
成
ゴ
ム
系
シ
ー
ト
防
水
、

塗
膜
防
水
工
法
そ
の
他
諸
々
の
防
水
工

法
が
採
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
最
近
５

年
間
に
屋
上
防
水
で
実
績
が
あ
る
防
水

工
法
は
新
築
工
事
の
現
場
で
は
や
は

り
、
歴
史
と
実
績
が
あ
る
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
防
水
が
48
％
近
い
大
き
な
市
場
を
占

め
て
い
る
の
も
現
実
で
あ
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
現
在
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
市

場
に
お
け
る
改
修
工
事
の
場
合
は
最
近

５
年
間
の
実
績
を
見
ま
す
と
、
塩
ビ
樹

脂
系
シ
ー
ト
防
水
に
よ
る
機
械
的
固
定

（
絶
縁
）
工
法
が
浸
透
し
て
お
り
、

30
％
以
上
の
シ
エ
ア
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
マ
ン
シ
ョ
ン
を
初
め
と
し
て
、
商

業
ビ
ル
、
学
校
、
病
院
そ
の
他
あ
ら
ゆ

る
屋
上
の
改
修
は
近
年
、
産
業
廃
棄
物

処
分
の
問
題
を
含
め
て
環
境
に
対
す
る

配
慮
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
様
な
背
景
で
改
修
に
は
既
存
の
防
水

を
残
す
方
法
で
新
規
防
水
層
を
塩
ビ

シ
ー
ト
で
作
り
上
げ
る
機
械
的
固
定

（
絶
縁
）
工
法
が
広
く
受
け
入
れ
ら
れ

て
き
た
こ
と
が
シ
エ
ア
を
伸
ば
し
て
い

る
大
き
な
要
因
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

２　

既
存
屋
上
部
分
の
諸
問
題

既
存
の
屋
上
部
分
の
防
水
は
多
岐
に

わ
た
っ
て
お
り
、
劣
化
は
日
々
進
ん
で

い
る
の
が
現
実
で
あ
り
ま
す
。
劣
化
の

状
況
は
押
さ
え
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ひ
び

割
れ
や
、
目
地
の
浮
き
、
目
地
部
か
ら

の
植
物
の
繁
茂
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
植

物
の
繁
茂
で
は
防
水
層
に
根
が
侵
食

し
、
漏
水
に
つ
な
が
っ
た
例
も
あ
り
ま

す
。
又
ド
レ
イ
ン
の
目
詰
ま
り
に
よ
る

屋
上
面
の
水
没
な
ど
も
時
々
見
ら
れ
ま

す
。変

わ
っ
た
事
例
で
は
鳥
の
啄
ば
み
に

よ
る
ゴ
ム
系
シ
ー
ト
防
水
の
穴
あ
き
が

見
ら
れ
、
漏
水
に
つ
な
が
っ
た
事
も
あ

り
ま
す
。
又
、
塩
ビ
樹
脂
系
シ
ー
ト
防

水
以
外
の
露
出
防
水
（
塗
膜
ゴ
ム　

ア

ス
フ
ァ
ル
ト
系
な
ど
）
は
耐
候
性
の
面

か
ら
保
護
塗
料
が
必
ず
必
要
で
あ
り
定

期
的
（
５
年
に
一
回
程
度
）
塗
り
替
え

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
点
、

塩
ビ
樹
脂
系
シ
ー
ト
防
水
は
素
材
そ
の

も
の
が
耐
候
性
に
優
れ
て
い
る
の
で
保

護
塗
料
は
不
要
で
あ
り
塗
り
替
え
な
ど

の
煩
わ
し
さ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

３　

機
械
的
固
定
（
絶
縁
）
工
法
と
は

一
昔
前
ま
で
は
塩
ビ
樹
脂
系
シ
ー
ト

防
水
は
下
地
に
接
着
で
固
定
す
る
接
着

工
法
が
主
流
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
基

本
工
法
は
現
在
で
も
変
わ
っ
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
時
代
に
入

り
、
環
境
に
配
慮
し
、
既
存
防
水
層
を

残
し
た
ま
ま
で
改
修
す
る
機
械
的
固
定

工
法
が
市
場
を
圧
倒
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
工
法
は
下
地
と
防
水
層
を
鋼
板
と

ビ
ス
で
固
定
す
る
乾
式
工
法
の
た
め
、

接
着
工
法
の
よ
う
に
下
地
の
乾
燥
を
待

つ
こ
と
が
な
い
の
で
工
期
を
短
縮
で

き
、施
工
費
の
低
減
を
実
現
で
き
ま
す
。

工
法
に
は
デ
ィ
ス
ク
板
を
防
水
層
の

上
か
ら
打
ち
付
け
る
後
付
け
工
法
（
Ｕ

Ｓ
工
法
）
と
デ
ィ
ス
ク
板
を
下
地
に
先

に
付
け
、
シ
ー
ト
の
上
か
ら
電
磁
誘
導

加
熱
機
を
使
用
し
て
施
工
す
る
先
付
け

工
法
（
Ｕ
Ｄ
工
法
）
の
二
つ
の
方
法
が

あ
り
ま
す
。

４　

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
緩
和
の

為
の
行
政
の
動
き

国
土
交
通
省
は
平
成
16
年
に
「
ヒ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
大
網
」
に
基
づ

き
、
建
築
物
の
建
築
主
等
が
ヒ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
現
象
緩
和
の
為
の
自
主
的
な

取
り
組
み
を
行
う
設
計
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
作
成
し
、
公
表
し
ま
し
た
。
そ
の
基

本
的
な
考
え
方
の
中
で
、
建
築
物
の
設

計
に
当
た
っ
て
配
慮
す
べ
き
事
項
と
し

て
、
使
わ
れ
る
建
築
外
装
材
料
は
「
日

射
反
射
率
の
高
い
屋
根
材
を
選
定
す
る

こ
と
に
よ
り
、
建
築
物
へ
の
入
熱
量
を

抑
制
す
る
こ
と
」
と
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
地
方
自
治
体
東
京
都
も
平
成
17

年
７
月
に
「
東
京
都
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
公
表
し
、

全
て
の
地
域
、
建
物
に
対
し
屋
上
の
高

反
射
率
化
を
推
奨
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
東
京
都
は
屋
根
の
ク
ー
ル
対

策
（
遮
熱
化
）
が
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

緩
和
に
な
る
と
積
極
推
進
し
て
お
り
ま

す
。東

京
都
は
屋
根
の
高
反
射
率
化
に
よ

る
有
効
性
を
目
的
と
し
て
の
検
証
を
平

成
16
年
８
月
に
足
立
区
の
廃
校
屋
上
で

遮
熱
塗
料
を
使
用
し
た
検
証
実
験
を
実
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施
し
、
屋
上
表
面
温
度
10
～
15
度
の
低

下
、
室
内
温
度
に
お
い
て
も
日
中
で

１
・
５
度
低
下
、
夜
間
で
も
室
内
温
度

約
１
度
低
下
す
る
事
を
実
証
し
ま
し

た
。
こ
の
検
証
実
験
結
果
は
ヒ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
現
象
の
緩
和
と
室
内
の
省
エ

ネ
に
貢
献
す
る
も
の
と
し
て
建
築
学
会

で
も
発
表
に
な
り
ま
し
た
。

５　

ベ
ス
ト
プ
ル
ー
フ
シ
ャ
ネ
ツ
防
水

ロ
ン
シ
ー
ル
工
業
は
塩
ビ
樹
脂
系

シ
ー
ト
防
水
材
ベ
ス
ト
プ
ル
ー
フ

（
１
・
５
㎜
厚　

１
２
３
０
㎜
幅
）
に

遮
熱
の
性
能
を
付
与
し
た
製
品
「
ベ
ス

ト
プ
ル
ー
フ
シ
ャ
ネ
ツ
」
を
発
売
し
ま

し
た
。

遮
熱
と
は
、
太
陽
光
の
中
の
特
に
赤

外
線
を
反
射
し
、
赤
外
線
吸
収
に
よ
る

温
度
上
昇
を
低
減
し
て
、
屋
根
に
伝
わ

る
熱
の
量
を
少
な
く
す
る
こ
と
で
す
。

「
遮
熱
性
能
」
を
示
す
場
合
は
、
太
陽

光
の
各
波
長
の
強
度
比
率
を
換
算
・
平

均
化
し
た
数
値
、
日
射
反
射
率
を
使
用

し
ま
す
。

日
射
反
射
率
が
高
い
こ
と
は
赤
外
領

域
の
光
を
多
く
反
射
す
る
こ
と
で
あ
り

ま
し
て
、
屋
根
面
の
温
度
上
昇
を
抑
制

す
る
性
能
が
あ
る
こ
と
を
表
わ
し
て
お

り
ま
す
。
ベ
ス
ト
プ
ル
ー
フ
シ
ャ
ネ
ツ

は
こ
の
日
射
反
射
率
が
グ
レ
ー
色
で
５

８
・
５
％
、
ホ
ワ
イ
ト
グ
レ
ー
で
６

９
・
５
％
と
高
く
赤
外
線
の
反
射
性
能

に
優
れ
て
い
る
こ
と
が
解
か
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
ベ
ス
ト
プ
ル
ー
フ
シ
ャ
ネ

ツ
と
一
般
ル
ー
フ
ィ
ン
グ
を
同
時
に
促

進
劣
化
試
験
（
メ
タ
ル
ウ
エ
ザ
ー
試
験

20
年
相
当
）
を
行
っ
た
結
果
、
表
面
状

態
に
大
き
な
差
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ベ
ス
ト
プ
ル
ー
フ
シ
ャ
ネ
ツ
は
一

般
の
ル
ー
フ
ィ
ン
グ
に
比
べ
表
面
の
亀

裂
が
浅
く
、
大
幅
に
劣
化
が
抑
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
事

は
防
水
層
の
長
寿
命
化
と
高
耐
久
化
を

意
味
し
て
お
り
、
改
修
サ
イ
ク
ル
を
延

長
し
、
建
物
が
寿
命
を
全
う
す
る
ま
で

の
改
修
回
数
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
建
物
の
寿
命
を
50
年
と
仮
定
し
た

場
合
ベ
ス
ト
プ
ル
ー
フ
シ
ャ
ネ
ツ
で
の

改
修
は
全
面
改
修
を
２
回
行
う
だ
け
で

済
む
計
算
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
ベ
ス
ト
プ
ル
ー
フ
シ
ャ

ネ
ツ
は
従
来
の
製
品
と
比
較
し
、
長
寿

命
、
高
耐
久
、
夏
場
の
屋
根
温
度
上
昇

緩
和
、
室
内
冷
房
費
の
削
減
な
ど
優
れ

た
性
能
を
付
与
し
た
新
世
代
の
防
水
材

と
い
え
ま
す
。

「
従
来
に
無
い
電
話
回
線
を
利
用
し
た

集
合
住
宅
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
シ
ス
テ
ム
」

『
ト
リ
ム
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
導

入
の
ご
提
案
』

㈱
サ
ン
ノ
ー
ベ
ル

ご
提
案
の
背
景

築
10
数
年
を
経
過
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン

で
は
、
玄
関
に
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
を
設
置

し
よ
う
と
思
っ
て
も
各
居
室
へ
の
配
線

が
難
し
い
が
た
め
に
、
見
送
り
に
な
っ

て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
凶
悪
事
件
の
多
発
、
盗
難
、
悪
戯
を

未
然
に
防
ぐ
一
つ
の
手
立
て
と
し
て
、

外
部
侵
入
者
を
阻
止
す
る
必
要
は
必
須

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
当
社
の
通
信
ノ
ウ
ハ
ウ
を
駆

使
し
た
シ
ス
テ
ム
を
考
案
し
ま
し
た
。

オ
ー
ナ
様
の
声
…
入
居
者
の
多
く
が
固

定
電
話
に
加
入
さ
れ
て
お
ら
ず
、
導
入

に
困
り
ま
し
た
が
、
携
帯
で
も
登
録
可

能
と
の
こ
と
で
、各
入
居
の
方
か
ら
も
、

良
い
反
響
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

※
導
入
時
の
注
意

通
信
を
利
用
す
る
た
め
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
が
か
か
り
ま
す
、
一
日
50
件
の

外
来
者
「
マ
ン
シ
ョ
ン
全
体
で
」

１
ヶ
月
を
30
日
と
し
て
約
1
万
円
／

月
々
（
税
別
）
で
す
。

導
入
費
用
は
、
各
建
物
の
構
造
、
設

置
場
所
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
現
地

調
査
の
上
、
見
積
致
し
ま
す
。（
１
戸

当
り
導
入
費
用
は
、
概
算
で
３
万
～
５

万
程
度
）

私
ど
も
は
、
シ
ス
テ
ム
に
お
客
様
の

環
境
を
合
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
お
客

様
の
環
境
に
合
っ
た
シ
ス
テ
ム
を
創
り

ま
す
。

そ
れ
が
私
ど
も
の
提
案
の
大
原
則
で

す
。

■
テ
ー
マ
２

「
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
と
個
人
情
報

保
護
法
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　
　
　
　
　
　

�

マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
総
合
研
究
所　

�

専
務
理
事　

久
保　

泰
男

平
成
17
年
４
月
か
ら
個
人
情
報
保
護

⇒

※
施
工
例　
　

ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
50
室

　

扉
の
新
設　
　

オ
ー
ト
ド
ア
の
設
置　
　

集
合
玄
関
機
の
新
設　
　

共
用
部
の
配
線

※
一
般
的
な
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
と
ト
リ
ム
の
違
い
は

オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
が
新
設
の
場
合

項　

目

従
来
の
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム

ト
リ
ム
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム

配
管
施
工

共
用
部
分
か
ら
各
居
室
へ
の
配
管

が
必
要

既
設
の
電
話
回
線
を
流
用
す
る
た

め
、
配
管
工
事
不
要

配
線
工
事

各
居
室
へ
配
線
、
壁
の
貫
通
工
事

が
必
要

各
居
室
へ
は
立
ち
入
り
無
し
、
共

用
部
分
の
み
の
配
線

打
合
せ

各
入
居
者
と
の
工
事
打
合
せ
が
必

要

共
用
部
の
み
の
た
め
、
入
居
者
と

の
個
別
打
合
せ
は
不
要

工
事
期
間

各
打
ち
合
わ
せ
、
入
居
者
の
都
合

に
よ
り
長
期
に
渡
る

共
用
部
の
み
な
の
で
短
期
間
に
施

工
可
能

価　

値

配
管
配
線
だ
ら
け
の
マ
ン
シ
ョ
ン

は
美
観
を
損
ね
ま
す

共
用
部
の
み
な
の
で
、
美
観
を
損

ね
ま
せ
ん

そ
の
他

多
大
な
コ
ス
ト
・
膨
大
な
手
間
が

さ
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

コ
ス
ト
を
抑
え
て
、
短
期
間
で
構

築
可
能
で
す
。
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法
が
完
全
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
17

年
は
国
勢
調
査
の
実
施
さ
れ
た
年
で
、

調
査
表
の
提
出
に
多
く
の
抵
抗
が
あ
っ

て
調
査
員
が
苦
労
し
た
と
報
道
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
法
律
の
規
制
対
象
と
な
る

管
理
組
合
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

市
民
の
意
識
は
、
自
己
の
情
報
が
ど
の

よ
う
に
利
用
さ
れ
る
か
に
関
心
が
高
ま

っ
た
年
で
し
た
。
管
理
組
合
で
も
居
住

者
名
簿
そ
の
他
、
個
人
情
報
に
係
わ
る

資
料
を
保
管
し
、
管
理
業
務
に
利
用
さ

れ
ま
す
。
こ
の
法
律
は
何
を
保
護
す
る

の
か
情
報
の
利
用
は
ど
の
よ
う
に
制
限

さ
れ
る
の
か
知
っ
て
お
く
こ
と
は
、
管

理
組
合
に
と
っ
て
も
重
要
な
こ
と
と
思

わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
度
、
マ
ン

シ
ョ
ン
問
題
に
深
い
ご
理
解
の
あ
る
弁

護
士
の
小
林
美
智
子
先
生
に
、
マ
ン
シ

ョ
ン
管
理
組
合
に
と
っ
て
個
人
情
報
保

護
法
は
ど
の
よ
う
な
係
わ
り
合
い
を
持

つ
の
か
を
解
説
、
講
演
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

関
東
法
律
事
務
所　
　
　
　
　
　

�

弁
護
士　

小
林
美
智
子

１　
「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法

律
」
の
目
的

法
第
一
条
で
は
、
高
度
情
報
通
信
社

会
の
進
展
に
伴
い
、
個
人
情
報
の
利
用

が
拡
大
し
て
い
る
現
状
か
ら
、
個
人
情

報
の
有
用
性
に
配
慮
し
つ
つ
、
個
人
の

権
利
利
益
の
保
護
を
目
的
と
す
る
と
し

て
い
る
。

２　

個
人
情
報
保
護
法
の
定
義

（
法
第
２
条
よ
り
）

「
個
人
情
報
」…
生
存
す
る
個
人
に
関
す

る
情
報

「
個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
」…
個
人

情
報
を
含
む
情
報
の
集
合
物
（
体
系

的
に
構
成
し
た
も
の
）

「
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
」…
過
去
６
ヶ

月
以
内
に
、
５
０
０
０
以
上
の
個
人

情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
を
保
有
し
、

事
業
の
用
に
供
す
る
者

「
個
人
デ
ー
タ
」…
個
人
情
報
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
等
を
構
成
す
る
個
人
情
報

「
保
有
個
人
デ
ー
タ
」…
個
人
情
報
取
扱

事
業
者
が
開
示
、
訂
正
等
の
権
限
を

有
す
る
個
人
デ
ー
タ

３　

具
体
的
な
個
人
情
報
と
は

（
特
定
の
個
人
を
識
別
で
き
る
情
報
）

住
所
、
氏
名
、
部
屋
番
号
、
電
話
、

生
年
月
日
、
年
齢
、
性
別
、
家
族
、
収

入
、
趣
味
、
嗜
好
、
性
格
、
病
歴
、
思

想
、
宗
教
、
映
像
、
各
種
提
出
資
料
、

ほ
か

４　

個
人
情
報
を
守
る
た
め
に
は

個
人
情
報
の
取
扱
事
業
者
の
範
疇
に

入
ら
な
い
管
理
組
合
で
あ
っ
て
も
、
こ

の
法
律
の
主
旨
に
照
ら
し
、
個
人
情
報

等
を
慎
重
に
か
つ
適
切
に
取
り
扱
う
こ

と
が
必
要
で
す
。

具
体
的
に
、
①
ど
の
よ
う
な
事
柄
に

注
意
す
べ
き
か
。
②
管
理
組
合
が
作
成

保
管
し
て
い
る
文
書
類
は
ど
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
の
か
。
個
人
情
報
の
記
載

さ
れ
た
資
料
は
か
な
り
あ
り
ま
す
、

名
簿
を
は
じ
め
提
出
さ
れ
た
文
書
類
、

管
理
に
必
要
な
基
礎
デ
ー
タ
、
滞
納
状

況
表
、
カ
メ
ラ
映
像
等
さ
ま
ざ
ま
で

す
。

５　

管
理
組
合
で
個
人
情
報
を
取
得
・

利
用
す
る
際
の
注
意
点

管
理
組
合
の
理
事
長
は
、「
善
良
な

る
管
理
者
の
注
意
義
務
」
を
負
い
、
個

人
情
報
の
取
り
扱
い
に
十
分
に
配
慮
が

必
要
で
す
。

１
）
利
用
目
的
の
特
定
～
情
報
取
り
扱

い
に
あ
た
り
、
そ
の
利
用
目
的
を
で

き
る
限
り
限
定
す
る
。

２
）
利
用
目
的
の
通
知
～
特
定
さ
れ
た

利
用
目
的
の
達
成
に
、
必
要
な
範
囲

を
超
え
た
取
り
扱
い
の
禁
止
。

３
）
デ
ー
タ
内
容
の
正
確
性
～
利
用
目

的
達
成
に
必
要
な
範
囲
内
で
の
正
確

性
、
最
新
性
の
確
保
。

４
）
適
切
な
取
得
～
偽
り
そ
の
他
、
不

正
な
手
段
に
よ
る
取
得
の
禁
止
。

５
）
監
督
責
任
～
個
人
デ
ー
タ
安
全
管

理
の
た
め
に
従
業
員
、
委
託
先
に
対

す
る
適
切
な
監
督
。

６
）
安
全
管
理
～
個
人
デ
ー
タ
安
全
管

理
の
た
め
に
、保
管
方
法
を
定
め
る
。

７
）
デ
ー
タ
内
容
の
閲
覧
～
情
報
の
記

載
さ
れ
た
帳
票
類
の
閲
覧
に
つ
い
て

は
、
ル
ー
ル
を
決
め
る
。

８
）
本
人
の
情
報
開
示
～
保
有
個
人

デ
ー
タ
を
、
本
人
の
求
め
に
応
じ
て

開
示
、
訂
正
、
利
用
停
止
等
、
た
だ

し
あ
ら
ゆ
る
情
報
提
供
を
強
制
す
る

こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
目
的
を
説
明

し
、
理
解
を
得
た
上
で
協
力
ね
が

う
。

　
　

ま
た
、
管
理
組
合
で
、
情
報
管
理

運
営
に
当
た
り
、
細
則
の
検
討
も
必

要
で
あ
る
。

６　

管
理
委
託
会
社
の
個
人
情
報
取
り

扱
い
に
つ
い
て
の
注
意
点

管
理
組
合
が
業
務
を
委
託
す
る
管
理

会
社
は
、「
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
」

に
該
当
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
そ
の
た

め
４
月
か
ら
の
デ
ー
タ
取
り
扱
い
管
理

体
制
の
整
備
や
教
育
が
必
要
に
な
り
ま

す
。そ

こ
で
、
個
人
情
報
保
護
法
第
15
条

～
36
条
に
あ
る
「
個
人
情
報
取
り
扱
い

者
の
義
務
」を
履
行
し
て
も
ら
い
ま
す
。

１
）
利
用
目
的
の
特
定
～
最
小
限
の
情

報
提
供

２
）
安
全
管
理
～
情
報
の
保
管
管
理
体

制
の
確
立
、
そ
の
他
、
上
記
の
管
理

組
合
が
検
討
す
る
内
容
を
確
認
す

る
。

　
　

た
だ
し
、
そ
の
規
模
に
該
当
し
な

い
業
者
に
も
同
様
の
体
制
を
要
請

し
、
管
理
組
合
と
管
理
会
社
が
、
時

代
に
沿
っ
た
安
全
な
個
人
情
報
の
管

理
体
制
作
り
に
協
力
す
る
必
要
が
あ

る
。

＊
ツ
ー
ル
：
標
準
管
理
規
約
、
組
合
員

名
簿
作
成
、
運
用
、
保
管
細
則
、
防

犯
カ
メ
ラ
運
用
細
則
等
。

欧
米
に
お
い
て
、
１
９
６
０
年
代
か

ら
個
人
情
報
保
護
の
必
要
性
認
識
が
高

ま
り
、
１
９
８
０
年
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済

協
力
開
発
機
構
）
に
お
い
て
、
個
人

デ
ー
タ
保
護
に
関
す
る
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
８
原

則
が
設
け
ら
れ
た
。
日
本
も
こ
の
原
則

に
準
じ
て
２
０
０
３
年
個
人
情
報
保
護

法
が
制
定
さ
れ
２
０
０
５
年
４
月
１
日

よ
り
施
行
さ
れ
た
。
一
部
行
政
に
お
い

て
、
ま
た
管
理
会
社
や
管
理
組
合
理
事

会
に
お
い
て
も
過
剰
に
反
応
さ
れ
て
い

る
向
き
も
あ
り
、
関
東
法
律
事
務
所
、

小
林
美
智
子
先
生
に
講
演
を
お
願
い
し

た
も
の
で
す
。「
個
人
情
報
保
護
法
」

の
解
釈
、
対
応
方
法
を
知
る
前
に
そ
の

精
神
を
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

り
、
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
優
し
く
」

で
あ
り
ま
す
。
法
律
が
先
に
あ
る
の
で

は
な
く
、
人
間
生
活
（
人
の
暮
ら
し
）

が
先
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
以
上

講
演
の
内
容
を
要
約
し
て
み
ま
し
た
。

�

（
要
約　

事
務
局
）


